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【資料９‐②】生徒感想より オーストラリアとの交流学習（質問紙調査４件法、自由記述）  足立区立江北桜中学校英語科 

 

 

 

 

 

・人と関わることは楽しい！と思った。盛り上げ、歌い、自分から話しかけた。これから高校での留学やホーム

ステイに生かす。 

・歌詞を覚えて、みんなで一緒に大きな声で歌を歌ったのがすっごく楽しかった。オーストラリアの文化について調べ

て学んだ。交流会で、オーストラリアの文化や学校についてたくさん学んだり、英語でなんて言ってるか、聞

いたりした。勇気をもって積極的に話しかける人になる。 

・オーストラリアと日本の文化の違いについて身をもって体験して感じた。2年生の英語コントで一緒に大爆笑

した。クラスの中で、英語を身近に聞いた。異国の文化に興味をもつきっかけになった。 

・バディのヨーナと一緒に授業や給食を食べたりして、言葉が伝わらなくても、伝えようと絵にしたり身振り手

振りで工夫してみたら伝えることができて、すごく嬉しかった。最初はお互い緊張していて、話しかけてもあ

まり反応が返ってこなかったけど、交流集会で一緒に歌ってから、すっごく話してくれて、嬉しかった。スク

ールバディができてよかった！言葉の壁を理由に人を差別したりせず、困っている人がいたら自分から声をか

けて手伝えるような人になりたい。 

・スクールバディをしたり、放課後に交流会の準備や練習をしました。外国人との関わりをもって学べたことが

たくさんあったので、とてもよかったと思いました。 

・オーストラリアの生徒を桜中のみんなで歓迎して迎えることができました。この経験を生かして、積極的に外

国から来た人と話をしてみたいと思いました。 

・クイズショーのボランティアに参加しました。言葉は違っても、楽しめることは同じなのだとわかりました。

教室の同じ班に 5 年生の子が来たので、話すことができました。英語はまだまだ分からない言葉が多いけど、

伝えたいという思いがあれば伝わるのだとわかりました。もしまたこのような機会があれば、もっとうまく話

せるよう、英語をしっかり学んでいきます。 

・日本文化について紹介文を書いて、準備して迎えた。オーストラリアの子たちにしっかり挨拶をした。クイズ

でオーストラリアについて考えることができた！留学生と一緒に授業をすることなどはすごく貴重なことだ

と思いました。これから外国の方々と交流することがあったら、積極的に話しかけていきたいと思います！ 

・オーストラリアの子たちと話したり、日本の文化を教えたりした。日常的に、会話力の向上と、オリンピックに向

けて慣れておきたい。 

１．楽しかった 

２．英語を使い、関わった 

３．英語や外国文化に興味をもった 

４．英語をがんばりたい 
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・少しでも話せる英語が増えるように、来る前に話題などを考えておいてよかった。オーストラリアの生徒とい

ろいろなことを話せて楽しかった。オーストラリアだけでなく、いろいろな国の人たちとも交流したい。私は

この機会をとして英語が好きになりました。もっともっと英語を勉強して、外国人と話せるようにしたいです。 

・人を学校に招くときにボランティアで携わるのは、良い気持ちになると思いました。オーストラリアの子たち

が一生懸命日本語で話しているのを聞いて、心が温かくなりました。日本語を勉強してくれてありがとうと思いま

した。私も、英語をもっと話せて聞けるようにしたいと思いました。 

・日本について教えるために日本の伝統的な文化などについて学んだ。オーストラリアの食べ物や、動物、将来

の夢を聞いた。私がオーストラリアに行った時の話もした。もっとオーストラリアや他の国について学びたい

と思った。私は、今回この経験をし、もっと英語を勉強し、たくさんの外国の人と話したりしたいと思うよう

になりました。今回外国の人とどのように接すればいいのか、どのように会話を広げていけばいいのか、考え

学ぶことができたので、今後旅行などに行ったときに役立てていきたいと思います。 

・交流会の時、私は花のアーチをやりました。オーストラリアの子たちが通るときに、Hello と言ったら、言い返

してくれて、とても嬉しかったです。最後にオーストラリアの人たちと歌を歌えてとても楽しかったです。 

・折り紙やスピーチ、スクールバディをしました。本番のためにみんなで力を合わせて準備することは本当に大

切だと思いました。もっと外国人と話したりしてみたいです。また、楽しかったので、自分も留学してみたい

と思いました。 

・準備から、当日を楽しみにしていました。ホストファミリーになり、子供たちと一緒に行動しました。言葉が

違っても、意外とコミュニケーションはとれることを学びました。簡単な英語だけで、2 日間アレン君と話し

て遊んで、いろんなことを共有できたので、これからも海外に行ったときとか、積極的に外国人と話したいと

思います。ホームステイは、とても楽しい 2 日間を過ごすことができ、いい経験になりました。短い時間で、

こんなにも打ち解けて仲良くなれると思っていなかったので、とても嬉しかったし、別れもつらかったです。 

・何をしたらオーストラリアの人たちが喜んでくれるかと考えました。折り紙を折りました。いくつか質問しました。英

語で話すのは難しいけれど、私の英語を聞くオーストラリアの人も難しいのではないかと思いました。 

・社会や英語の授業で差別について考えた。「～だからだめ」という考えは良くないと思ったし、解決方法につい

てみんなで意見を出して深く考えられた。オーストラリアの人や全校生徒の前で、学校紹介のスピーチをして、

緊張したけど、すごく楽しかった。給食中、オーストラリアの人と話すとき、日本語を英語に直すのに時間が

かかって自分の英語力がたりていないことを実感した。自分の将来の夢には英語が必要だから、今回の経験を

通し、英語力が足りないことを思い知り、今後はもっと英語に力を入れていきたい！ 

・クイズショーに参加して、相手の学校の校長先生と話した。いろんな見た目の人たちがいて、お互いに仲よく

しているところを見て、他の国でも人種差別がなくなり、全員が仲良くなればいいなと思いました。 

・人に楽しんでもらえるのはこんなにも嬉しいことなんだなと思いました。 

・花のアーチで参加した。ステージに上がって歌った。英語で話せないので、相手の気持ちなどを考えようと思

ってそうした。 

・英語を使って、日本で困っている外国人を助けたいです。私もホームステイしてみたいと思いました。 

・学校紹介のスピーチを練習した。みんなが頷きながら聞いてくれていたので、安心してスピーチができて嬉し

かった。オーストラリアのことをもっと知りたくなった。自分がされて嬉しかったことを、他の人にする。 

・音響のボランティアをした。舞台裏から盛り上げた。これからも他の国について少しでも多く学びたい。 

・英語のスピーチをやっている同級生を見て、自分もやってみたいと思った。多民族国家であるオーストラリア

は、人を色や顔で差別しないんだろうと思った。自分も人を肌の色や宗教で差別しないよう心がける。 

・プレゼントする折り鶴や兜を作って準備した。喜んでくれて、嬉しかった。楽しかった！ 


